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論　　文　　の　　要　　旨

　目　　的

　除草剤パラコートは近年次第に便用範囲が拡がりヨそれについてパラコート中毒による死亡者が

増加している。特に茨城県では全国の中毒死の約1／15の死亡例が報告されている。

　著者らは昭和56年9月以来ヨ多数のパラコート中毒患者を治療してきたがヨ撰取後早期にラしば

しば強い低カリウム血症が観察されており、この低カリウム血症の程度と生存時間との問に相関関

係があることが疑われた。

　そこでヨ患者試料についてカリウムをはじめラ血液生化学的検査を行いヨ相関関係の存在を確認

することを目的とした。また得られた結果を確認するために動物実験を行って，パラコートによる

低カリウム血症の発症機序についての解明を試みた。

　対象と方法

1。臨床研究　昭和56年9月より昭和57年8月までの筑波大学附属病院等にパラコート中毒で入

　院した患者でラ血清カリウム値に影響を及ぼす可能性のある治療を受けていない患者32名を対象

　とした。

　　血液試料は入院治療開始前あるいは直後に採血しヨ血液生化学的検査を行った。なお尿中の電

　解質についても検査を行った。
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　検討の対象となった患者について、死亡群と生存群に分類し，S加dent－t検定と一次回帰検定を

　用いて、有意差の判定を行った。

2。動物実験

　　雑種成犬8頭（体重6～13㎏）を用い，パラコートの各種濃度を静注した。投与後60分までに

　9回ヨ血液ガス分析，血清電解質ヨカテコラミン，パラコート濃度等を測定した。なお患者ラ動

　物の両方についてヨ血清カリウム値は炎光光度計によりヨ血中パラコート濃度は比色法により測

　定した。

　成績および考按

　全症例32名（死亡例27名ラ生存例5名）について、血清カリウムとLDH及び血圧に関しては死

亡群と生存群との問に有意差があった。血清カリウム値は，摂取後3時間までは早期に採血したも

のほどカリウム値は低く、また動脈血のpHが低いほどカリウム値は低く官低カリウム性アシドーシ

スであった。入院時の血清カリウム値が低いほど、生存時問が短い（Y：O．399X－24，305ヨζ＝0，568）

ということも明らかになった。採血時間の違いによるバラツキを回帰式で補正するとヨ死亡例23名

と生存例3名のカリウム値の平均はそれぞれ3．14±o．55mEq／Lラ3．80±o．49mEq／Lで有意差があっ

た。

　動物実験においては，パラコート90㎎／㎏投与例ではヨ平均血圧が低下しラエピネフリンは有意

に上昇し，カリウムは低下した。血清カリウム値の平均は全経過を通して対照値よりも低く、また

血清カリウム値の低下にほぼ一致してカテコラミン値が上昇することも確認された。血清カテコラ

ミンの上昇はアシドーシスや低血圧によって説明することは困難であり、パラコート自身の交感神

経刺激作用によると推定された。

　このような低カリウム血症は官駆吐ヨ下痢ヨ尿申への排泄増加によるものではないことは明らか

でヨそれ故ラカリウムが血清以外の組織へ移行したと考えざるを得ない。

　結　　語

（1）急性パラコート中毒では低カリウム血症が見られる。中毒の重篤なものほどカリウム低下の程

　度は強い。

（2）低カリウム血症の程度は、生存時間と有意な相関関係があり、重症度判定の指標になる。

（3）低カリウム血症の原因は，パラコート自体の交感神経作働性によることが考えられる。

（4）低下したカリウム値はラカリウムが血清中から他の組織へ移行した結果生じたものと考えられ

　る。

審　　査　　の　　要　　旨

　急性薬物中毒の際の電解質異常に関する報告は極めて少ない。その意味で，中毒学的にもヨ社会

的にも注目を浴びているパラコートについてのこの種の研究は意義あるものと考える。
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　詳細な臨床データと動物実験成績について厳密な統計的手法を用いヨパラコート中毒時には低カ

リウム血症が発現し，その程度は患者の生存時間と有意に相関することを明らかにした。このこと

はパラコート申毒の重症度の指標にもなり得ることからヨ臨床医学的にも大きく評価しうるものと

考える。

　この低カリウム血症はヨパラコート自身のもつ交感神経作働性によることを明らかにした点もヲ

また意義深いものと思われる。

　よって，著者は医学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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